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沖
縄
は
常
に

人
気
の
旅
行
先

だ
。
50
年
前
に

比
べ
て
人
口
は

１
・
５
倍
、
観
光
客
数
は
約

18
倍
と
な
り
、
今
や
観
光
産

業
が
沖
縄
経
済
を
牽
引
す

る
。
一
方
で
、
深
刻
な
貧
困

問
題
を
抱
え
る
。
県
民
所
得

は
全
国
平
均
の
75
％
で
全
国

最
低
の
数
値
だ
。

　

沖
縄
を
困
難
な
状
況
に
追

い
や
っ
て
き
た
主
因
は
、
米

軍
基
地
の
重
い
負
担
に
あ

る
。
全
国
の
米
軍
基
地
面
積

の
７
割
が
集
中
し
、
観
光
開

発
も
、
生
活
環
境
の
整
備
も

妨
げ
ら
れ
て
い
る
。
米
軍
機

の
事
故
は
２
０
２
０
年
ま
で

に
８
２
６
件
。
米
軍
関
係
者

に
よ
る
犯
罪
件
数
は
、
21
年

ま
で
に
６
１
０
９
件
に
の
ぼ

る
。
基
地
の
存
在
が
経
済
発

展
を
阻
ん
で
い
る
こ
と
は
明

ら
か
だ
。

　

日
米
地
位
協
定
に
基
づ
く

米
軍
・
米
兵
の
様
々
な
特
権

や
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
な

ど
、
ア
メ
リ
カ
の
直
接
統
治

以
来
、
変
わ
ら
ぬ
米
軍
優
先

が
つ
づ
く
。

　

本
土
復
帰
か
ら
50
年
間
、

多
く
の
問
題
を
抱
え
な
が
ら

も
、
沖
縄
県
民
は
基
地
の
な

い
平
和
で
豊
か
な
沖
縄
を
め

ざ
し
歩
ん
で
き
た
。
私
た
ち

は
県
民
と
と
も
に
、
沖
縄
の

未
来
に
つ
い
て
考
え
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。 

（
Ｎ
）

命
・
暮
ら
し
最
優
先
の
政
治
へ
決
議

21
年
度
決
算
・
22
年
度
予
算
を
可
決

医
療
を
重
視
す
る
政
治
へ

大
島
民
旗
氏（
大
阪
民
主
医
療
機
関

連  

合  

会  

会  

長
）に
聞
く

自
公
政
権
以
上
に
社
会
保
障
を
切
り
捨
て
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参
議
院
選
挙
が
今
夏
に
迫
る
。
岸
田
自
公
政
権
が
す
す
め

る
社
会
保
障
削
減
と
大
軍
拡
の
政
治
か
ら
、
い
の
ち
と
暮
ら

し
を
最
優
先
に
す
る
政
治
に
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
だ
。
大
阪
の

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
、
大
島
民
旗
氏
（
大
阪
民
主
医

療
機
関
連
合
会
会
長
・
相
川
診
療
所
院
長
）
に
聞
い
た
。

維
新
府
政
の
コ
ロ
ナ

維
新
府
政
の
コ
ロ
ナ

対
策
を
ど
う
み
ま
す

対
策
を
ど
う
み
ま
す

か
？
か
？

　

医
療
機
関
や
府
民
の
暮
ら

し
を
支
え
る
施
策
は
、
ま
っ

た
く
不
十
分
で
す
。
政
府
が

実
施
す
る
対
策
や
支
援
策
に

と
ど
ま
り
、
独
自
の
施
策
が

な
い
に
等
し
い
も
の
で
し

た
。

　

吉
村
洋
文
知
事
と
松
井
一

郎
大
阪
市
長
は
感
染
状
況
を

過
小
評
価
し
た
と
い
え
ま

す
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
軽
視
し

陽
性
者
の
保
護
を
怠
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
感
染

の
急
拡
大
の
度
に
医
療
危
機

に
直
面
し
、
第
６
波
で
は
高

齢
者
施
設
等
の
感
染
者
の
搬

送
先
が
見
つ
か
ら
ず
に
そ
の

ま
ま
亡
く
な
る
事
例
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。

　

教
訓
が
活
か
さ
れ
な
い
点

も
重
大
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
初
期
の
２
年
前
か

ら
、
多
く
の
団
体
が
保
健
所

体
制
の
強
化
を
求
め
て
い
ま

す
が
、
抜
本
的
な
改
善
は
な

さ
れ
な
い
ま
ま
で
す
。
大
阪

で
は
、
保
健
所
業
務
が
ひ
っ

迫
し
、
発
生
届
が
処
理
さ
れ

な
か
っ
た
陽
性
者
が
手
遅
れ

に
な
る
事
態
に
も
な
り
ま
し

た
。吉

村
知
事
は
新
型
コ

吉
村
知
事
は
新
型
コ

ロ
ナ
患
者
を
受
け
入

ロ
ナ
患
者
を
受
け
入

れ
て
い
な
い
病
院
を

れ
て
い
な
い
病
院
を

「
非
コ
ロ
ナ
病
院
」

「
非
コ
ロ
ナ
病
院
」

と
称
し
、
受
け
入
れ

と
称
し
、
受
け
入
れ

を
迫
り
ま
す
。

を
迫
り
ま
す
。

　

府
は
感
染
者
が
増
え
病
床

の
確
保
が
難
し
く
な
る
と
、

医
療
機
関
に
対
し
病
床
の
提

供
を
繰
り
返
し
「
要
請
」

し
、
応
じ
な
い
病
院
名
の
公

表
も
辞
さ
な
い
強
権
的
な
姿

勢
を
ち
ら
つ
か
せ
て
い
ま

す
。
あ
た
か
も
民
間
病
院
が

何
も
し
て
い
な
い
か
の
よ
う

に
吹
聴
し
て
い
ま
す
が
、
実

態
は
異
な
り
ま
す
。
民
間
病

院
の
大
半
が
、
患
者
の
一
時

的
な
入
院
や
回
復
し
た
患
者

の
受
入
れ
な
ど
可
能
な
形
で

新
型
コ
ロ
ナ
の
対
応
に
関
わ

っ
て
い
る
こ
と
が
、
大
阪
府

保
険
医
協
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
で
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

私
が
副
院
長
を
務
め
る
西

淀
病
院
（
大
阪
市
西
淀
川

区
）
が
届
け
出
て
い
る
重
症

病
床
は
１
床
で
す
が
、
多
い

と
き
で
２
、
３
人
を
受
け
入

れ
て
い
ま
し
た
。
感
染
力
の

強
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
で
は
職

員
に
も
感
染
者
が
続
出
し
、

医
療
提
供
体
制
の
維
持
は
常

に
綱
渡
り
の
状
態
で
し
た
。

医
療
機
関
の
人
員
不
足
は
コ

ロ
ナ
以
前
か
ら
深
刻
な
状
態

で
す
。
吉
村
知
事
は
、
各
病

院
が
も
つ
機
能
や
人
員
体
制

に
限
界
が
あ
る
こ
と
を
自
覚

し
、「
要
請
」
す
れ
ば
何
と

か
な
る
よ
う
な
発
想
か
ら
は

脱
却
す
べ
き
で
す
。

な
ぜ
期
待
す
る
コ
ロ

な
ぜ
期
待
す
る
コ
ロ

ナ
対
策
に
乏
し
か
っ

ナ
対
策
に
乏
し
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
？

た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

維
新
府
政
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
社
会
保
障
切
り
捨
て
あ

り
き
の
姿
勢
を
崩
さ
な
い
自

公
政
権
と
同
じ
政
治
路
線
上

に
あ
る
か
ら
で
す
。
75
歳
以

上
の
医
療
費
窓
口
負
担
２
倍

化
や
、
消
費
税
を
財
源
に
し

た
病
床
削
減
法
の
強
行
に
賛

成
し
た
日
本
維
新
の
会
の
態

度
は
そ
の
一
例
で
す
。

　

大
阪
で
は
、
維
新
が
自
公

政
権
以
上
に
社
会
保
障
費
抑

制
を
進
め
る
姿
勢
が
鮮
明
で

す
。
橋
下
府
政
以
来
、
公
的

・
公
立
病
院
を
廃
止
・
縮
小
し

て
き
ま
し
た
。
府
の
保
健
師

数
は
人
口
10
万
人
あ
た
り
27

・
７
人
と
全
国
平
均
の
６
割

の
体
制
と
全
国
最
低
レ
ベ
ル

で
す
。
医
療
崩
壊
に
直
面
し

な
が
ら
病
床
削
減
を
続
け
、

急
性
期
病
床
を
中
心
に
21
年

度
は
２
２
９
床
、
22
年
度
は

１
０
０
０
床
近
い
病
床
を
削

減
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
よ
り
も
看
板

政
策
を
優
先
し
、
吉
村
知
事

・
松
井
大
阪
市
長
は
「
都
構

想
」
の
是
非
を
問
う
住
民
投

票
を
強
行
し
ま
し
た
。
そ
し

て
今
は
Ｉ
Ｒ
・
カ
ジ
ノ
誘
致

に
注
力
し
て
お
り
、
そ
の
職

員
を
も
っ
と
コ
ロ
ナ
対
策
に

回
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。参

院
選
で
の
選
択
の

参
院
選
で
の
選
択
の

基
準
は
？

基
準
は
？

　

国
民
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
医
療
を
重

視
す
る
政
治
へ
変
え
る
こ
と

が
必
要
で
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
、

弱
者
切
り
捨
て
の
政
府
や
維

新
府
政
の
姿
が
見
え
や
す
く

な
り
ま
し
た
。
い
の
ち
と
暮

ら
し
最
優
先
の
政
治
を
実
現

す
る
た
め
、
生
活
者
の
目
線

に
立
っ
た
政
党
選
択
を
是
非

と
も
お
願
い
し
た
い
で
す
。

　

小
澤
力
理
事
長
が
21
年
度

の
活
動
報
告
と
22
年
度
の
重

点
課
題
に
つ
い
て
会
務
報

告
。
４
月
の
診
療
報
酬
改
定

に
向
け
た
▽
院
内
感
染
拡
大

防
止
へ
の
正
当
な
評
価
▽
金

パ
ラ
逆
ザ
ヤ
問
題
の
抜
本
的

解
決
▽
75
歳
以
上
の
医
療
費

窓
口
負
担
２
倍
化
の
阻
止
▽

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
（
オ

ン
資
）
制
度
に
関
す
る
情
報

の
周
知
―
―
な
ど
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
た
。

　

運
動
方
針
に
つ
い
て
は
、

21
年
度
の
総
会
方
針
を
継
続

す
る
と
し
た
上
で
、
７
月
に

迫
る
参
議
院
選
挙
が
75
歳
以

上
の
医
療
費
窓
口
２
倍
化
を

阻
止
す
る
重
要
な
選
挙
に
な

る
と
訴
え
た
。
来
春
に
予
定

さ
れ
る
大
阪
府
知
事
・
同
市

長
選
挙
へ
向
け
、
住
民
の
命

を
守
る
自
治
体
へ
の
転
換
を

求
め
取
り
組
む
こ
と
を
提
案

し
た
。

　

最
後
に
小
澤
氏
は
、
協
会

の
財
政
状
況
に
触
れ
、
次
期

評
議
員
会
・
総
会
へ
向
け
て

会
費
の
見
直
し
を
議
論
の
俎

上
に
載
せ
る
こ
と
を
説
明
し

た
。

　

三
井
泰
正
副
理
事
長
が
、

第
１
号
議
案
２
０
２
１
年
度

決
算
案
、
第
２
号
議
案
２
０

２
１
年
度
収
支
差
額
処
理

案
、
第
３
号
議
案
２
０
２
２

年
度
予
算
案
を
提
案
し
、
い

ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
し

た
。

　

討
議
で
は
▽
福
西
啓
八
評

議
員
（
西
区
）
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
に
対
す
る
事
務
局
の
相

談
内
容
の
特
徴
▽
宇
治
田
竜

一
評
議
員
（
中
央
区
）
は
新

館
建
設
の
議
論
の
進
捗
―
―

に
つ
い
て
説
明
を
求
め
た
。

　

小
澤
理
事
長
が
答
弁
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
関
連
の
相
談
に

つ
い
て
、
補
助
金
申
請
の
相

談
が
最
多
で
あ
っ
た
こ
と
を

説
明
。
医
科
・
歯
科
協
会
が

共
同
で
建
設
予
定
の
新
館
に

つ
い
て
は
、
２
０
１
８
年
の

総
会
・
評
議
員
会
で
会
館
建

設
を
決
定
し
た
と
説
明
し
、

今
後
設
計
図
面
や
代
替
事
務

所
の
設
置
等
を
検
討
の
上

「（
建
設
の
着
工
）
時
期
を

検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
た
。

　

そ
の
他
の
討
議
と
し
て
、

▽
75
歳
医
療
費
窓
口
負
担
２

倍
化
阻
止
（
李
容
顕
評
議
員

・
都
島
区
）
▽
カ
ジ
ノ
Ｉ
Ｒ

誘
致
の
中
止
（
玉
川
明
弘
評

議
員
・
城
東
区
、
松
本
博
評

議
員
・
淀
川
区
）
▽
核
兵
器

の
廃
絶
と
憲
法
に
基
づ
く
安

全
保
障
（
飯
道
利
幸
・

港

区
、
小
林
裕
次
郎
両
評
議
員

・
藤
井
寺
）
▽
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
活
用
し
た
情
報
発
信

（
玉
川
明
弘
評
議
員
・
城
東

区
）
―
―
の
発
言
が
あ
り
、

小
澤
理
事
長
が
答
弁
し
た
。

す
べ
て
の
議
案
を
全
会
一
致
で

可
決
し
た
第
58
回
通
常
評
議
員

会
＝
５
月
21
日
、М
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

　協会は第58回通常評議員会を５月21

日、М＆Ｄホールで開き、2021年度決

算・22年度予算等の３議案すべてを全

会一致で可決し、命・くらしを最優先

する政治への転換を求める決議（３面

に決議要旨）を採択した。平川光彦氏

が議長、張村善紀・南端理伸両氏が副

議長を務め、評議員44人、理事22人が

出席した。

75歳以上の医療費窓口
負担２割化撤回署名

　お手元に記入済み用紙が
ありましたら、６月末まで
に協会へお送りください。

加入期間 元金 元利合計
10年 12,000,000円 12,366,000円
15年 18,000,000円 19,051,000円
20年 24,000,000円 26,095,000円
25年 30,000,000円 33,516,000円

※ 「月払」「一時払」とも現在の予定利率1.140％での試算
※ １口につき運営事務費100円・委託手数料117円・遺族特約保険料６円を差し引いた
金額です

「月払」 「月払」10口（10万円）で、こつこつ貯めると―― 「一時払」

加入期間 保険医年金
元利合計

５年 1,030,600円
10年 1,085,800円
15年 1,144,000円
20年 1,205,200円

※ １口につき運営事務費5,000円・委託　手数料
5,850円を差し引いた金額です

２口100万円

保
険
医
年
金

保
険
医
年
金

締切り迫る！申し込みは６月25日まで
● 予定利率（最低保証利率）による運営のためリスクが
少なく老後の生活設計に最適です
● 短期のご加入では積立金が掛け金を下回ります

お問い合わせは共済部
（06－6568－7438）まで

加入資格　満74歳までの協会会員で加入日現在健康で正常に就業されている方
1.407%

2020年度
配当実績

※予定利率1.259％＋配当0.148％
※ 昨年度配当実績であり、今年度の配
当を約束するものではありません。

予定利率1.140%※2022年７月１日から適用

2022参院選2022参院選
私の争点
維新のコロナ対策


